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凡 例

1. 本書の内容は,原則として昭和55年9月末日までとしたが,部

分的にはそれ以降についても記述した｡

2. 用語については原則として当用漢字,現代かなづかいによった

が,引用文 ･資料などについてはできる限 り原文を尊重した｡

3. 人名については,慣例にしたがい敬称を省略し,法人について

も,原則として株式会社等の法人格名称を省略した｡

4. 本文中の地名については,神奈川県内を主体に記述したため,

県名を省略した｡また記述中 ｢県内｣とあるのほ神奈川県内の

ことである｡

5. 資料出所は原則として書名のみ掲げ,当行内部資料については

省略した｡

6. 統計表中,単位未満の数値はすべて四捨五入した｡
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